
市老協だより市老協だより
令
和
３
年
４
月
１
日
付
け
で
健
康
長
寿
の
ま

ち
・
京
都
推
進
担
当
局
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た

谷
利
康
樹
で
す
。

平
素
は
、
京
都
市
の
高
齢
者
保
健
福
祉
施
策
の

推
進
に
格
別
の
御
理
解
、
御
支
援
を
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

が
長
期
化
す
る
中
に
あ
っ
て
、
高
齢
者
の
生
活
に

不
可
欠
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
、
感

染
拡
大
防
止
を
徹
底
し
つ
つ
、
日
々
大
変
な
御
尽

力
を
い
た
だ
い
て
い
る
介
護
現
場
の
皆
様
方
に
対

し
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
、
改
め
て
心
か
ら
敬
意

を
表
す
る
と
と
も
に
、
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で

す
。さ

て
、
本
年
度
は
、
皆
様
か
ら
の
貴
重
な
御
意

見
や
御
提
言
を
い
た
だ
い
て
、
本
年
３
月
に
策
定

し
た
「
第
８
期
京
都
市
民
長
寿
す
こ
や
か
プ
ラ

ン
」
の
計
画
期
間
の
初
年
度
に
当
た
り
ま
す
。

第
８
期
プ
ラ
ン
の
計
画
期
間
に
お
い
て
は
、
高

齢
期
を
迎
え
て
も
介
護
予
防
に
主
体
的
に
取
り
組

み
、
地
域
の
担
い
手
等
と
し
て
御
活
躍
い
た
だ
く

「
健
康
長
寿
」
の
ま
ち
づ
く
り
。
そ
し
て
、
介
護

が
必
要
な
状
態
に
な
っ
て
も
、
医
療
・
介
護
等
の

関
係
機
関
や
地
域
住
民
等
と
の
協
働
に
よ
り
、
医

療
・
介
護
・
生
活
支
援
等
の
サ
ー
ビ
ス
が
切
れ
目

な
く
提
供
で
き
る
「
地
域
包
括
ケ
ア
」
の
仕
組
み

づ
く
り
を
一
層
推
進
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の

取
組
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
の
観

点
か
ら
、「
新
し
い
生
活
ス
タ
イ
ル
」
を
踏
ま
え

た
形
で
実
践
さ
れ
る
よ
う
、
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
本
市
に
お
い
て
は
、「
団
塊
の
世
代
」

が
す
べ
て
75
歳
以
上
と
な
る
２
０
２
５
年
に
は
、

高
齢
者
人
口
が
42
万
人
、
高
齢
化
率
が
29
％
と
な

る
見
込
み
で
す
。
生
産
年
齢
人
口
が
減
少
す
る
中

で
、
今
後
も
地
域
で
必
要
と
さ
れ
る
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
供
給
体
制
を
確
保
し
て
い
く
た
め
に
は
、
介

護
の
担
い
手
の
育
成
・
確
保
が
ま
す
ま
す
重
要
に

な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
皆
様
の
御
協

力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
中
学
校
家
庭
科
授
業
に

お
け
る
介
護
の
魅
力
発
信
を
は
じ
め
、W

i-Fi

環

境
整
備
、
見
守
り
セ
ン
サ
ー
や
イ
ン
カ
ム
導
入
助

成
等
に
よ
る
介
護
現
場
の
生
産
性
向
上
、
介
護
に

関
す
る
入
門
的
研
修
や
外
国
人
介
護
人
材
受
入
研

修
等
に
よ
る
担
い
手
の
裾
野
拡
大
の
取
組
を
進
め

て
ま
い
り
ま
し
た
。
引
き
続
き
介
護
の
担
い
手
確

保
の
取
組
が
よ
り
効
果
的
な
も
の
と
な
る
よ
う
、

貴
協
議
会
は
じ
め
関
係
団
体
の
皆
様
と
連
携
し
な

が
ら
進
め
て
い
く
と
と
も
に
、
一
層
の
処
遇
改
善

が
図
ら
れ
る
よ
う
、
国
へ
も
要
望
し
て
ま
い
り
ま

す
。今

後
と
も
、
高
齢
者
一
人
ひ
と
り
が
、
自
ら
の

意
思
に
基
づ
き
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
互
い
に

支
え
合
い
、
い
き
い
き
と
健
や
か
に
暮
ら
す
こ
と

の
で
き
る
「
健
康
長
寿
の
ま
ち
・
京
都
」
の
実
現

に
向
け
て
、
貴
協
議
会
と
の
緊
密
な
連
携
の
下
で
、

「
第
８
期
京
都
市
民
長
寿
す
こ
や
か
プ
ラ
ン
」
の

着
実
な
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様

の
変
わ
ら
ぬ
御
支
援
と
御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
貴
協
議
会
の
ま
す
ま
す
の
御
発
展
、

並
び
に
皆
様
方
の
御
健
勝
、
御
多
幸
を
心
か
ら
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

第
８
期
京
都
市
民
長
寿
す
こ
や
か
プ
ラ
ン
の
着
実
な
推
進
に
向
け
て

夏　号

健康長寿のまち・京都推進担当
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01

市老協　https://kyoto-srk.jp 令和３年　　夏　号第50号

INDEX

01	 	 あいさつ
02	 	 新役員体制のご挨拶
03	 	 新施設紹介　大枝美郷
04	 	 新施設紹介　御陵洛東園
05	 	 新施設紹介　すないの家　太秦
06	 	 介護ライオンの紹介
	 	 	 かいごみらいフェス2021告知
07	 	 ハートメッセンジャー紹介
08	 	 食事部会紹介



02

市老協　https://kyoto-srk.jp 令和３年　　夏　号第50号

新
役
員
体
制
の

ご
挨
拶

平
素
は
当
協
議
会
の
事
業
に
格
別

の
ご
高
配
を
賜
り
、
厚
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

さ
て
、
令
和
３
年
３
月
24
日
の
会

員
総
会
に
お
い
て
新
役
員
（
理
事
・

監
事
）
が
選
任
さ
れ
、
４
月
１
日
の

臨
時
理
事
会
で
会
長
、
副
会
長
と
新

た
に
特
任
理
事
を
選
任
い
た
し
ま
し

た
。特

任
理
事
に
は
、
佛
教
大
学
副
学

長
で
社
会
福
祉
学
部
教
授
の
岡
﨑 

祐
司
氏
、
大
谷
大
学
社
会
学
部
教
授

の
志
藤 

修
史
氏
を
お
迎
え
し
、
協

議
会
活
動
に
つ
い
て
専
門
的
な
視
点

か
ら
ご
助
言
等
を
頂
く
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
を
は
じ
め
高
齢
者
福
祉

施
設
を
取
り
巻
く
課
題
は
た
い
へ
ん

多
岐
に
わ
た
り
ま
す
が
、
市
民
の
皆

様
の
暮
ら
し
を
支
え
る
社
会
福
祉
法

人
の
使
命
と
、
協
議
会
が
果
た
す
べ

き
役
割
の
重
さ
を
認
識
し
、
役
員
一

同
決
意
を
新
た
に
会
務
運
営
に
尽
力

す
る
所
存
で
す
。

何
卒
ご
指
導
ご
鞭
撻
賜
り
ま
す
よ

う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

会　
　

長	

山
岸　

孝
啓
（
社
会
福
祉
法
人
嵐
山
寮　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
う
た
の
）

副 

会 

長	

河
合　
　

悟
（
社
会
福
祉
法
人
洛
南
福
祉
会　

レ
ー
ベ
ン
横
大
路
）

	

溝
口　

武
美
（
社
会
福
祉
法
人
北
桑
会　

ケ
ア
ハ
ウ
ス
な
ご
み
の
里
）

	

川
田　

雅
之
（
社
会
福
祉
法
人
京
都
老
人
福
祉
協
会　

春
日
丘
セ
ン
タ
ー
）

	

西
村　

久
史
（
社
会
福
祉
法
人
勧
修
福
祉
会　

長
楽
園
）

	

児
玉　

直
久
（
社
会
福
祉
法
人
香
東
園　

香
東
園
や
ま
し
な
）

理　
　

事	

水
内　
　

直
（
社
会
福
祉
法
人
清
和
園　

愛
宕
ゆ
う
こ
う
の
郷
）

	

石
田　

昌
男
（
社
会
福
祉
法
人
富
士
園　

梅
津
富
士
園
）

	

伊
藤　

禎
哉
（
社
会
福
祉
法
人
レ
モ
ン
グ
ラ
ス　

そ
ら
の
木
）

	

新
川　

昌
代
（
社
会
福
祉
法
人
健
光
園　

も
も
や
ま
）

	

浅
田　

逸
規
（
社
会
福
祉
法
人
ヤ
マ
ト
福
祉
会　

宝
生
苑
）

	

始
田　

知
大
（
社
会
福
祉
法
人
美
郷
会　

大
枝
美
郷
）

	

鈴
木　

克
啓
（
社
会
福
祉
法
人
伏
見
に
ち
り
ん
福
祉
会　

福
祉
館
い
ず
み
）

	

坪
倉
真
樹
子
（
社
会
福
祉
法
人
七
施
会　

ア
ム
ー
ル
う
ず
ま
さ
）

	

林　
　

忍
夫
（
社
会
福
祉
法
人
協
和
福
祉
会　

ケ
ア
ハ
ウ
ス
山
科
）

	

竹
田　

史
門
（
社
会
福
祉
法
人
同
和
園　

同
和
園
）

	

中
島　

慶
行
（
社
会
福
祉
法
人
京
都
福
祉
サ
ー
ビ
ス
協
会　

京
都
市
小
川
）

	

堀
池　

克
彦
（
一
般
社
団
法
人
京
都
市
老
人
福
祉
施
設
協
議
会　

事
務
局
）

特
任
理
事	

岡
﨑　

祐
司
（
学
校
法
人
佛
教
教
育
学
園　

佛
教
大
学
）

	
志
藤　

修
史
（
学
校
法
人
真
宗
大
谷
学
園　

大
谷
大
学
）

監　
　

事	
山
内　

幸
雄
（
社
会
福
祉
法
人
端
山
園　

ヴ
ィ
ラ
端
山
）

	

塩
見　

徹
也
（
社
会
福
祉
法
人
北
野
健
寿
会　

西
陣
憩
い
の
郷
）

一般社団法人 京都市老人福祉施設協議会
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大枝美郷

令
和
３
年
４
月
１
日
に
歴
史
あ
る
大

枝
の
地
に
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム 

大

枝
美
郷
（
お
お
え
み
さ
と
）
を
オ
ー
プ

ン
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

法
人
理
念
に
も
あ
り
ま
す
通
り
「
利

用
者
さ
ん
が
心
豊
か
で
安
心
し
た
生
活

を
送
れ
る
よ
う
支
援
す
る
」
こ
と
を
念

頭
に
、
入
居
者
さ
ん
も
ス
タ
ッ
フ
も
笑

顔
の
多
い
明
る
い
施
設
に
な
る
よ
う
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
地
域
に
拓
か
れ
た
施
設
で
あ
る

た
め
に
、
地
域
の
皆
様
が
お
元
気
な
う

ち
か
ら
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
こ
と
を
知
り
、

将
来
の
介
護
に
関
す
る
不
安
を
一
緒
に

考
え
ら
れ
る
よ
う
な
支
援
が
実
践
で
き

る
よ
う
関
係
の
構
築
に
努
力
い
た
し
ま

す
。ま

だ
歩
み
を
始
め
た
ば
か
り
の
未
熟

な
施
設
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ご
迷
惑

を
お
か
け
す
る
こ
と
も
あ
る
か
も
知
れ

ま
せ
ん
が
、
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
を
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

心
豊
か
で
安
心
の
生
活
を大枝美郷

施設概要
法人名：社会福祉法人　美郷会
施設長：始田知大
所在地：〒610-1151
　　　　京都市西京区大枝西長町12-25
電　話：075-366-4700
ＦＡＸ：075-366-4701

事業内容
・特別養護老人ホーム　100名（10ユニット）
・ショートステイ　10名（１ユニット）
・デイサービス　19名
・居宅介護支援事業所

2021.04
NEW OPEN
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２
０
２
１
年
３
月
に
山
科
区
御
陵
に

高
齢
者
総
合
施
設
御
陵
洛
東
園
を
開
設

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

地
下
鉄
東
西
線
御
陵
駅
か
ら
徒
歩
５

分
、
目
と
鼻
の
先
に
陵
ケ
岡
小
学
校
が

あ
る
と
い
う
素
晴
ら
し
い
立
地
に
あ
り

ま
す
。

今
回
の
開
設
に
伴
い
、
養
護
老
人

ホ
ー
ム
洛
東
園
90
床
の
う
ち
50
床
を
移

転
し
た
こ
と
で
、
念
願
だ
っ
た
養
護
老

人
ホ
ー
ム
の
個
室
化
を
行
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
つ
い
て
は
、

ご
利
用
者
様
の
生
活
の
個
別
性
を
尊
重

で
き
る
よ
う
に
、
24
時
間
シ
ー
ト
を
軸

と
し
た
施
設
運
営
を
目
指
す
と
と
も
に
、

職
員
自
身
も
や
り
が
い
を
感
じ
ら
れ
る

プ
ロ
と
し
て
の
仕
事
が
行
え
る
よ
う
に
、

法
人
全
体
で
職
員
育
成
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

法
人
と
し
て
今
年
で
創
立
69
年
目
を

迎
え
ま
す
が
、
初
め
て
東
山
区
以
外
の

場
所
で
の
施
設
運
営
と
な
り
ま
す
。
こ

の
地
域
に
御
陵
洛
東
園
が
あ
っ
て
よ

か
っ
た
と
思
っ
て
頂
け
る
よ
う
、
地
域

の
皆
様
と
の
地
域
づ
く
り
に
も
参
画
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
今
後
と
も
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の
ほ

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

新
し
い
地
域
で
の
出
発

御陵洛東園
施設概要
法人名：社会福祉法人　洛東園
施設長：特別養護老人ホーム　川口登喜一
　　　　養護老人ホーム　　　並河哲也
所在地：〒607-8431
　　　　山科区御陵岡町1番地2
電　話：075-582-5558
ＦＡＸ：075-582-5559

事業内容
・特別養護老人ホーム　100名（10ユニット）
・養護老人ホーム　50名
・空床利用型ショートステイ　・居宅介護支援事業所　・訪問介護事業所

2021.03
NEW OPEN 御陵洛東園
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令
和
３
年
６
月
に
京
都
市
右
京
区
に

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
す
な
い
の
家　

太
秦
」
を
オ
ー
プ
ン
い
た
し
ま
し
た
。

社
会
福
祉
法
人
か
な
え
福
祉
会
と
し

て
京
都
で
は
「
す
な
い
の
家　
桂
」
に

続
く
二
つ
目
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

と
な
り
ま
す
。

建
物
に
は
外
壁
の
ア
ク
セ
ン
ト
や
エ

ン
ト
ラ
ン
ス
に
京
都
市
産
の
木
材
を
使

用
し
、
ぬ
く
も
り
あ
る
ル
ー
バ
ー
で
お

出
迎
え
い
た
し
ま
す
。

ユ
ニ
ッ
ト
名
も
〝
長
寿
＂
や
〝
こ
の

地
に
根
付
く
＂
こ
と
を
願
い
、
街
路
樹

や
庭
木
の
名
前
で
命
名
し
ま
し
た
。

生
ま
れ
育
っ
た
場
所
と
同
じ
空
気
を

感
じ
て
毎
日
を
生
き
生
き
と
過
ご
せ
る

「
家
」
の
よ
う
な
ホ
ー
ム
を
職
員
一
同

心
込
め
て
創
り
出
し
て
い
き
ま
す
。

７
月
中
旬
に
は
満
床
を
迎
え
、
施
設

内
に
は
ご
縁
あ
っ
て
こ
の
施
設
で
出

会
っ
た
入
居
者
様
と
職
員
が
賑
や
か
な

日
々
を
送
っ
て
お
り
ま
す
。

情
緒
あ
る
京
都
の
地
で
一
つ
屋
根
の

下
、
入
居
者
様
と
職
員
が
笑
顔
溢
れ
る

施
設
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。

今
後
と
も
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

すないの家　太秦
施設概要
法人名：社会福祉法人　かなえ福祉会
施設長：村上ちこ
所在地：〒616-8215
　　　　京都市右京区常盤森町12番１
電　話：075-950-3800
ＦＡＸ：075-384-2225

事業内容
・特別養護老人ホーム　すないの家　太秦　120名（ユニット）

2021.06
NEW OPEN すないの家　太秦

笑
顔
溢
れ
る
施
設
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
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今年もKBS京都から、介護福祉のお仕事について、熱い思いを語らせて頂きます。
ぜひご視聴ください。（詳しくは『かいごみらいフェス』で検索）

ラジオ特別番組「かいごみらいラジオ」
11月7日㊐ 12:00－13:00

ラジオ・介護の日WEEK！（予定）
11月1日㊊ ファミリーレストランのめちゃうま！
11月2日㊋ 桂二葉と梶原誠のご陽気に
11月3日㊌ チキチキ・遠藤Nami乗りジョニー

11月4日㊍ 天才ピアニストと澤武のせやけどアレやね
11月5日㊎ 妹尾和夫のパラダイスKyoto
11月6日㊏ 森脇健児のサタデーミーティング

KBS京都テレビ・介護の日PR（予定）
11月5日㊎ きらきん！
11月6日㊏ キモイリ！20212021

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
そ
ら
の
木　
髙
田
充
氏
が
上
梓
さ
れ
た
小
説
『
介
護
ラ
イ
オ

ン
』
に
つ
い
て
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

Ｑ　
作
者
の
今
の
お
仕
事
は
？

Ａ　

社
会
福
祉
士
と
し
て
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
そ
ら
の
木
で
事
務
課
長
兼
生
活
相
談

員
を
し
て
お
り
ま
す
。
ご
入
所
に
関
す
る
ご

相
談
や
、
行
政
や
病
院
と
い
っ
た
地
域
の
社

会
資
源
と
の
連
携
な
ど
仕
事
は
多
岐
に
わ
た

り
ま
す
。

Ｑ　
�

な
ぜ
こ
の
本
を
書
こ
う
と
思
わ
れ
た
の

で
し
ょ
う
か
？

Ａ　

介
護
業
界
は
処
遇
改
善
等
、
行
政
の

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
も
あ
っ
て
そ
の
労
働
環
境
は

改
善
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
社
会

問
題
に
な
る
ほ
ど
の
人
材
不
足
は
い
ま
だ
続

い
て
お
り
、
な
ぜ
社
会
は
介
護
と
い
う
お
仕

事
の
素
晴
ら
し
い
側
面
に
な
か
な
か
フ
ォ
ー

カ
ス
し
て
く
れ
な
い
の
か
、
悔
し
い
思
い
が

あ
り
ま
し
た
。

　
人
と
社
会
、
人
と
人
、
心
と
心
の
接
点
に
介
入
す
る
お
仕
事
。
誰
か
の
幸
せ
を
願
う
お
仕

事
。
そ
の
素
晴
ら
し
さ
を
、
言
葉
を
紡
ぐ
こ
と
で
微
力
な
が
ら
社
会
に
発
信
し
よ
う
と
思
い

ま
し
た
。

Ｑ　
ま
だ
読
ん
で
い
な
い
方
へ
、
一
言
。

Ａ　
『
介
護
ラ
イ
オ
ン
』
は
、
人
生
に
夢
も
希
望
も
抱
か
な
い
孤
児
で
ト
ッ
プ
ホ
ス
ト
の
若

者
（
勇
司
）
が
主
人
公
。
逃
亡
の
末
、
偶
然
働
く
こ
と
に
な
っ
た
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
、

職
員
や
ご
入
所
者
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
し
て
、
幼
少
期
に
失
い
、
幼
少
期
か
ら
触
れ
た
か
っ

た
大・

切・

な・

も・

の・

に
気
づ
き
、
勇
司
の
人
生
の
歯
車
が
動
き
は
じ
め
る
物
語
。

　
心
が
変
わ
れ
ば
目
に
映
る
世
界
が
変
わ
る
。
目
に
映
る
世
界
が
変
わ
れ
ば
人
生
が
変
わ
る
。

を
大
き
な
テ
ー
マ
と
し
て
、
京
都
・
滋
賀
を
舞
台
に
し
て
い
ま
す
。
こ
の
本
を
読
ん
で
い
た

だ
い
た
方
の
息
抜
き
に
な
っ
た
り
、
ま
た
頑
張
ろ
う
！　
そ
う
思
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。

　
※
物
語
は
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
す
。

　
「
介
護
ラ
イ
オ
ン
」
はAm

azon

等
で
お
求
め
い
た
だ
け
ま
す
。

介
護
ラ
イ
オ
ン

作者：髙田　充氏、表紙イラスト：柿　友希氏 令和３年７月、中日新聞・読売新聞・京都新聞（いずれも滋賀版）におい
て紹介されました
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ハートメッセンジャー
メンバー紹介向島美郷

つきかげ苑

そらの木

いずみ

介護の仕事を選んだ理由

介護の仕事を選んだ理由

介護の仕事を選んだ理由

介護の仕事を選んだ理由

好きな言葉、座右の銘は？

好きな言葉、座右の銘は？

好きな言葉、座右の銘は？

好きな言葉、座右の銘は？

趣味・特技を教えてください。

趣味・特技を教えてください。

趣味・特技を教えてください。

趣味・特技を教えてください。

ハートメッセンジャーとして一言！

ハートメッセンジャーとして一言！

ハートメッセンジャーとして一言！

ハートメッセンジャーとして一言！

入居(利用者)さまだけでなく、職員も笑顔で楽しそ
うに働いているのを見て興味を持ちました。

ずっと人と接する仕事が好きで中でも介護職に
魅力を感じたから。

親が介護の仕事をしており、高校卒業後に何となく介護の
専門学校に行ってみようと思ったのがきっかけです。

以前、病院での清掃をしており患者様と仲良くなる事は
あっても、手助けは出来ず悔いが残る事があった為。

日日是好日

常に楽しい事を探して進む！

フリーダム

温和篤厚

編み物、カフェ巡り

料理、ＤＩＹ、酒を嗜む

ゲーム、麻雀、バスケットボール

絵描き・写真撮影

介護の仕事は入居（利用）さまが豊かな生活を送れ
るよう試行錯誤するクリエィティブな仕事です。

やりがいのある楽しい仕事である事を多くの方に
知ってもらいたいです。

一人でも多くの方に介護の仕事のやりがいや
達成感を伝えていきたいです！

人との出会いやその縁を大切にし、それ
を介護職で活かせる様頑張ります。

※個人情報保護の観点から、個人名の記載については省略させて頂きます。何卒ご了承ください。



08

京
都
老
人
ホ
ー
ム
に
は
、
八
坂
神
社

の
分
社
が
あ
り
毎
年
６
月
に
健
康
長
寿

の
お
祈
り
を
し
て
い
た
だ
き
、
ま
た
ご

利
用
者
様
の
前
で
和
太
鼓
を
演
奏
し
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
そ
の
日
に
私

達
き
っ
ち
ん
さ
く
ら
の
ス
タ
ッ
フ
は
、

「
八
坂
弁
当
」
と
称
し
ご
利
用
者
様
、

関
係
者
の
方
々
に
お
弁
当
を
ふ
る
ま
っ

て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
昨
年
、
今
年
と
残
念
な
が
ら
お

祈
り
や
和
太
鼓
の
演
奏
を
し
て
い
た
だ

く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
ご

利
用
者
様
に
は
「
八
坂
弁
当
」
を
提
供

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
八
坂
弁
当
」
で
提
供
し
た
献
立
を

一
部
ご
紹
介
し
ま
す
。

•�

枝
豆
豆
腐
…
枝
豆
に
は
ビ
タ
ミ
ン

Ｂ
１
が
含
ま
れ
て
い
て
消
化
を
助

け
て
く
れ
る
働
き
が
あ
り
、
夏
バ

テ
予
防
が
期
待
で
き
ま
す
。

•�

冬
瓜
…
冬
瓜
は
95
％
以
上
水
分
を

含
ん
で
お
り
、
Ｋ
が
多
く
、
Na
を

排
出
し
て
く
れ
る
作
用
が
あ
り
、

む
く
み
な
ど
の
予
防
が
期
待
で
き

ま
す
。

•�

き
ゅ
う
り
の
酢
の
物
…
見
た
目
も

涼
し
く
、
食
欲
が
な
い
時
で
も
食
べ

や
す
い
メ
ニ
ュ
ー
で
す
（
ソ
フ
ト
食

は
ゼ
リ
ー
寄
せ
に
し
て
い
ま
す
）。

•�
ハ
モ
…
京
都
の
夏
と
言
え
ば
＂
ハ

モ
＂
で
す
ね
。
骨
切
り
を
し
て
い

る
た
め
、
骨
も
全
て
食
べ
る
こ
と

が
で
き
Ca
も
摂
取
で
き
ま
す
。

行
事
食
の
と
き
は
通
常
時
と
違
い
、

き
ざ
み
食
の
方
に
も
普
通
食
と
変
わ
ら

な
い
見
た
目
の
ソ
フ
ト
食
を
提
供
し
て

い
ま
す
。
き
っ
ち
ん
さ
く
ら
で
提
供
し

て
い
る
ソ
フ
ト
食
は
、
一
般
で
い
う
ソ

フ
ト
食
と
は
少
し
意
味
合
い
が
違
い
ま

す
。
ゲ
ル
化
剤
な
ど
を
使
用
せ
ず
、
通

常
使
用
す
る
食
材
を
利
用
し
て
作
成
し

て
い
ま
す
。
数
年
前
か
ら
ソ
フ
ト
食
の

取
り
組
み
を
行
っ
て
お
り
、
試
行
錯
誤

し
な
が
ら
現
在
の
提
供
に
繋
が
っ
て
い

ま
す
。
例
え
ば
天
ぷ
ら
や
出
汁
巻
き
卵

に
は
長
芋
、
煮
合
わ
せ
の
海
老
は
細
か

く
ミ
キ
サ
ー
を
し
て
か
ら
豆
腐
と
混
ぜ

て
蒸
し
、
見
た
目
も
楽
し
く
、
柔
ら
か

く
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
工
夫
を
し
て
い

ま
す
。

ま
た
ご
利
用
者
様
の
目
の
前
で
出
汁

巻
き
卵
を
焼
い
て
提
供
し
て
い
ま
す
。

温
め
た
油
に
ジ
ュ
ワ
ァ
っ
と
卵
が
焼
け

る
音
や
出
汁
の
良
い
香
り
が
ご
利
用
者

様
の
五
感
を
刺
激
し
て
く
れ
ま
す
。

熱
々
の
出
汁
巻
き
卵
を
食
べ
た
ご
利
用

者
様
か
ら
は
「
お
か
わ
り
ち
ょ
う
だ

い
」
と
い
う
お
声
も
い
た
だ
き
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、

施
設
で
の
食
事
に
関
す
る
取
り
組
み
も

減
っ
て
お
り
、
外
出
も
で
き
な
い
ご
利

用
者
様
に
と
っ
て
は
い
つ
も
と
雰
囲
気

の
違
っ
た
行
事
食
は
楽
し
み
の
一
つ
で

あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

創
立
記
念
日
や
敬
老
の
日
、
お
正
月
な

ど
の
行
事
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
毎
日

の
食
事
も
ご

利
用
者
様
の

栄
養
面
、
安

全
面
、
美
味

し
さ
を
追
求

し
、
喜
ん
で

い
た
だ
け
る

よ
う
に
ス

タ
ッ
フ
一
同

努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
。

（
京
都
老
人
ホ
ー
ム　
き
っ
ち
ん
さ
く
ら

�

山
地
・
園
村
）

食事部会紹介

一般社団法人 京都市老人福祉施設協議会
京都市下京区西木屋町通上ノ口上る梅湊町83-1ひと・まち交流館京都 4F
TEL 075-354-8743 / FAX 075-343-6270
発行人：山岸　孝啓  / 編集人：石田　昌男 / 下岡　悦男 
掲載されたすべての写真の肖像権について同意を頂いております。また新型コロナウイルス感染症について、対策を徹底した上で撮影頂いております。

しろうきょう 検索

冬瓜

冬瓜

枝豆豆腐

枝豆豆腐

ハモ

ハモ

きゅうりの酢の物のゼリー寄せ

きゅうりの酢の物


